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第 1章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

1．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7 条の規定に基づき、一般から環境の保全の見地からの意

見を求めるため、方法書を作成した旨及びその他事項を公告し、公告の日から起算し

て 1ヶ月間縦覧に供した。 

 

（1）公告の日 

令和 7年 3月 19 日(水) 

 

（2）公告の方法 

① 日刊新聞紙への掲載 

令和 7年 3月 19 日(水)付の下野新聞に公告を掲載した。（別紙 1参照） 

 

② 事業者のウェブサイトへの掲載 

令和 7年 3月 19 日(水)から、事業者のウェブサイトにお知らせを掲載した。 

 （別紙 2参照） 

 

③ 関係地方公共団体の広報・ウェブサイトへの掲載 

以下の関係地方公共団体の広報にお知らせを掲載した。 

・茂木町広報「町報もてぎ」令和 7年 3月号（別紙 3参照） 

・益子町広報「広報ましこ お知らせ版」令和 7年 3月号（別紙 3参照） 

 

（3）縦覧場所 

① 関係自治体庁舎等での縦覧 

・茂木町役場 1 階ロビー 

・益子町役場 1 階町民くらし課窓口付近 

 

② 事業者のウェブサイトへの掲載 

https://pagrenew.com/jp/media-center/（別紙 2参照） 

 

（4）縦覧期間 

① 縦覧期間 

令和 7年 3月 19 日(水)から令和 7年 4月 23 日(水)※ 

（関係自治体庁舎での縦覧は土曜日、日曜日、祝日を除く） 

 
※当初、令和 7年 3月 19 日（水）から令和 7年 4月 21 日（月）まで縦覧期間を設定していたが、事業者のウェ

ブサイトのシステムトラブルにより令和 7年 3月 19 日（水）は方法書の閲覧ができない時間が発生したため、

これに対する措置として縦覧期間を 2日間延長した。 
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② 縦覧時間 

関係自治体庁舎での縦覧可能時間は開庁時とした。なお、インターネットの利

用による縦覧については、縦覧期間中は終日アクセス可能な状態とした。 

 

（5）縦覧者数 

総縦覧者数（縦覧者名簿に記載された数）は 1名であり、各縦覧場所別の縦覧者

数は下記の通りである。 

・茂木町役場：1名 

・益子町役場：0名 

 

2．環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7 条の 2 の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するた

めの説明会を開催した。 

 

（1）茂木町 

① 開催場所 

茂木町民センター 

 

② 開催日時 

令和 7年 3月 28 日（金）午後 6:30 から 8:00 まで 

 

③ 来場者数 

6 名 

 

 

（2）益子町 

① 開催場所 

益子町総合営農指導拠点施設（あぐり館） 

 

② 開催日時 

令和 7年 3月 29 日（土）午前 10:30 から 12:00 まで 

 

③ 来場者数 

0 名 

 

3．環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8 条の規定に基づき、環境の保全の見地から意見を有する

者の意見書（別紙 4参照）の提出を受付けた。 
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（1）意見書の提出期間 

令和 7年 3月 19 日(水)から令和 7年 5月 9日(金)まで 

（郵送の受付は、当日消印まで有効とした） 

 

（2）意見書の提出方法 

① 縦覧場所に備えつけられた意見箱への投函 

② 事業者への郵送による書面の提出 

 

（3）意見書の提出状況 

提出された意見書の総数は、2通であった。 

・意見箱 ：0通 

・郵送 ：2通（県内 0通、県外 2通）  
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第 2 章 環境影響評価方法書の環境保全の見地からの提出意見の概要と事業者

の見解 

環境影響評価法第 18 条の規定に基づく、意見書の提出により述べられた環境の保全

の見地からの意見は、2通（2名）で計 7件であった。 

「環境影響評価法」第 9条及び「電気事業法」第 46 条の 6 第 1項の規定に基づく、方法

書についての意見の概要並びにこれに対する事業者の見解は以下のとおりである。 

 

表 1 (1) 方法書に対する一般からの意見及び事業者の見解 

No. 一般からの意見の概要 事業者の見解 

1 21 貢 2-19 によると樹林＋緑地の面積は 40/118ha（改
変後/改変前）78ha の緑地が失われます。広い芝地が太
陽光パネルで覆われます。含水量が減り、降水量 1時間
雨量 10mm のやや強い雨時、10 リットル/m2 毎時雨水
が降りそれが、貯水池に溜まります。120ha の面積の雨
水が 6000m3 の調整池に溜まると 
6000/(0.001*120*10000)≒5 
5 時間で雨水が貯水池に満水になります。これは単純計
算ですし、オリフィス等で同時排水しながらでしょう
が、雨量別の排水データ無しで影響がないと言うのは無
謀です。洪水や河川の混濁の原因になります。 
 

土地利用計画に記載の通り、太陽光パ
ネル下も草地として維持する計画のた
め、供用開始後にパネル設置面積分の緑
地面積が失われることはございません。
また、敷地内 8 つの調整池の合計調整容
量は表 2.2-7 に記載の通り 70,372 ㎥とな
ります。当該調整容量は 30 年確率の雨量
にも耐えうる設計であり、栃木県とも協
議した上で設定したものです。なお、準
備書段階において、現地調査結果や事業
計画をもとに水の濁りの影響の予測・評
価を行う計画です。 

2 頻繁に起こる台風や竜巻の被害時にガラス片や金属片
が近隣に散乱し被害が起こる事があります。その時の近
隣の土地や河川の環境保全の対策がありません。 
ガラスの破片が飛散しますと人や自然に多大な被害が

起こりますし復帰も困難です。北海道では被害も起こっ
ています。必ず具体的な対策を新規項目を立てて継続的
に監視してください。 
 

方法書において環境影響評価の項目は、
発電所アセス省令別表第5の参考項目を勘
案し、当該事業の特性を考慮して選定して
おります。環境影響評価では工事の実施や
施設の存在を要因とする項目を選定する
ため、災害によるガラス片や金属片の散乱
等の被害については項目として選定は致
しませんが、本発電所と近隣住居等との間
には樹林帯を残すとともに、一定の距離を
確保する計画であり、これによりご懸念の
事象による近隣への被害はある程度抑え
られるものと考えています。万が一、災害
による施設の損傷が発生した場合には、事
業計画の中で積み立てる予定の予備費を
活用し、必要な対策を講じることで周辺環
境への二次被害の拡大を防ぐ計画です。 
 

3 p191 表 4.1-2 計画段階配慮事項の選定および非選定
理由 
水の濁りが非選定になっています。排水システムが十

分かどうかは未知数です。また土地の安定性についても
表面が改変され含水量が大きく変わります。近隣の環境
保全に十分かどうかは継続的に観測・維持することが必
須です。必ず項目に追加してください。 

表 4.1-2 は配慮書における計画段階配
慮事項の選定結果を示した表となりま
す。方法書 p259 表 6.1-3 環境影響評価の
項目の選定に記載のとおり、方法書にお
いて水の濁りを環境影響評価の項目とし
て選定しており、準備書段階において、
現地調査結果や事業計画をもとに水の濁
りの影響の予測・評価を行う計画です。 
 

 

  



 

5 

 

表 1 (2) 方法書に対する一般からの意見及び事業者の見解 

No. 一般からの意見の概要 事業者の見解 

4 ■土地利用計画 
準備書段階では、図 2-2-7(1)～(4)には排水路を追加し
てください。また、図 2.2-11 の詳細を縮尺は 1/5000 程
度にして示してください。 
 

準備書段階においては、その時点におけ
る排水路の計画図を図示にて表記いたし
ます。また、図 2.2-11 の土地利用計画図
については、予測評価に必要な範囲で可能
な限り詳細な情報を開示できるよう努め
ます。 
 

5 ■森林率 
「樹林の面積は 19.7ha であり、対象事業実施区域全体
の 16.3%となる」とあります(p.2-19)。この数字は小さ
いと考えます。本事業は林地開発許可の対象外のようで
すが、東ノ宮カントリークラブの開業は昭和 49 年です
から、林地開発許可制度ができる前に造成されたもので
はないでしょうか。仮に今林地開発許可を申請すると仮
定するならば森林率は 25%必要です。具体的には、東側
の道路に面している場所の残地森林の幅は今の状態では
足りないと考えます。ゴルフ場造成前の地形図と現在の
地形図を比較すると分かりますが、ここには谷地形を埋
めた場所が複数あります。土地利用計画図（運転開始
後）［図 2.2-11］に調整池が 3箇所あり、現在の池を大
きくしたり、新たに作る計画ですが、外縁の森林の幅を
広げて、池を囲むように森林を配置することを提案しま
す。 
 

 ご理解の通り、本事業の予定地である東
ノ宮カントリークラブ内の樹木について
は、森林法（昭和 26 年法律第 249 号）に
おける地域森林計画対象民有林（5条森林）
に該当しないため、同法における林地開発
許可または届出の対象外となります。 
しかしながら、事業区域外縁部の樹林の

伐採及び残存計画については、関係行政部
局との調整や指導、及び地域住民の方々の
ご意見を踏まえ、適切に計画を進める予定
です。 

6 ■除草剤 
工事期間中、供用期間中を通じて除草剤を使用しないで
ください。 
 

基本的には草刈り機や手刈りによる除
草を計画しておりますが、雑草が繁茂した
場合施設の管理運用に支障が出る可能性
や、農業害虫の発生源となる可能性がある
ため、必要に応じて除草剤の使用を検討し
ております。除草剤を使用する場合は、現
状ゴルフ場で使用されているものと同等
の製品を選択することで、薬品による周辺
地域への影響を抑える予定です。 
 

7 ■原状回復 
準備書段階では、原状回復について示してください。太
陽光パネル等の撤去はいうまでもありませんが、草地の
ままにとするのか、造林して森林にするのかを示してく
ださい。排水路と調整池はどうしますか。残す場合は管
理責任者は誰ですか。保守と費用負担の目処はたってい
ますか。草地にするにしても、森林にするにしても、保
水力が回復するまでは排水路と調整池は残す必要があり
ます。保水力が回復した後は、土砂崩れの恐れがない限
り排水路と調整池は撤去してください。 
 

事業廃止後の段階における本事業地の
土地利用用途については、現時点で未定で
すが、安全な土地活用を前提としてその時
点での市場環境や法規制等に応じて適切
に検討・対応することを想定しています。
なお、設備撤去や原状回復に要する費用
は、再エネ特措法においてその積立が義務
付けられていますので、所定の費用は事業
主である弊社が負担することになります。 
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下野新聞  

下野新聞（令和 7年 3月 19 日） 
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PAG Renewables 合同会社 ウェブサイト 

 

 

 

  

別紙２ 



 

8 

 

茂木町及び益子町広報： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茂木町広報「町報もてぎ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益子町広報「広報ましこ お知らせ版」 
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ご意見記入用紙 
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